
【第２期八尾市総合戦略における指標・ＫＰＩ数値目標一覧】

○基本目標１ 地域特性をふまえたまちづくりが進み、安全・安心に暮らせるまち
参考値
R２年度

●令和４年度実績のまとめ

基本目標指標

施策KPI

取り組み実績

実績値 目標値
担当課 達成状況の原因分析、説明等

R３年度
指標・ＫＰＩ 単位

R６年度
基準年度 基準値

実績値
R４年度

57.3

2

基本目標
指標

校区まちづくり協議会が多様な
主体と連携した事業数

本 R１ 4 61

−

−

0

7
コミュニティ政策

推進課

実績値は上昇傾向にあり、令和４年度は目標を達成しているが、今後も地域住⺠が多様な主体（市⺠や地
域、企業、NPO等）と協力・連携し、地域課題の解決に向けた活動が実践され満足度が高まっていくよう、
課題共有や課題解決のアイデア創出・実践に向けた対話の場を創出し、更なる市⺠協働と地域⾃治の推進を
図る。
【令和4年度取り組み内容】
①ふれあい喫茶などの交流の場（久宝寺まち協とNPO法人寺内町久宝寺、久宝寺愛の郷）
②河内木綿の栽培(美園まち協と河内木綿藍染保存会、八尾観光ボランティアの会、府立農芸高校)
③大正北小学校区内のパトロール（大正北まち協と八尾南産業クラブ、大正校友会）
④JR八尾駅前広場の花壇とプランターの管理（永畑まち協とJR八尾駅、NPO法人HICALI）
⑤防災教室・防災まち歩き（高美まち協と学生団体はちのじ）

つなげる支援室で支援調整など
を行った件数

件 − − 128 250 地域共生推進課

 相談支援体制を整えたことにより、各窓口から適切な相談支援機関につながることができるようになり、
「つなげる支援室」の本来機能である複合化・複雑化した課題を抱えた世帯にかかる相談が中心となった。
そのため、実績値が計画値を下回る結果となったが、これまで介入が困難であったケースに対して、丁寧な
アセスメントや課題整理、関係機関間の調整等、必要な支援につながる体制となっている。
 さらに、相談支援の強化に加え、参加支援・地域づくり支援の一体的な充実を図るため、関係課及び機関
で既事業の現状把握及び世代や属性を超えた取り組みの展開に向けた協議を行った。
 また、令和5年度の重層的支援体制整備事業の実施に向け、関係課及び機関と協議を重ね、八尾市重層的支
援体制整備事業実施計画を策定した。

19

105

69.0
コミュニティ政策

推進課

令和４年度実績は前年度対比で下降しており、基準年度以降減少傾向にある。引き続き地域活動への参加を
促す取り組みを行っていき、持続性の高い組織運営ができるように担い手の確保・育成等に関する提案や助
言や情報提供の場の支援を行う必要がある。

地区防災計画策定済み地区数 地区 − −

59.6

28 危機管理課

地域の意向が強く反映される計画であり、取り組み内容の検討や丁寧な作り込みを進めていただいているこ
とから、「策定済み」の段階に至るまで時間のかかる事業である。
R4年度は防災活動が活発な１地区において「策定済み」となり、11地区が計画策定に取り組んでいる。今後
は計画策定をより推進するため、危機管理課職員においても地区担当を設けるとともに、策定済地区につい
ては計画に基づく防災訓練を実践し、計画の再評価や見直しを行い、地域の防災力が向上するよう取組みを
支援する。

1

地域活動への参加状況 ％
R2

（速報値）
61.9

危機管理課

重点犯罪認知件数については前年に比べ微減となっているが、令和２年度の件数よりは20件程度多くなって
いる。
各項目においては、部品ねらい件数は大きく減少したが、２年連続で特殊詐欺の件数が大きく増加してお
り、前年比約1.75倍となっている。
高齢者を狙った特殊詐欺については、府全体としても２年連続で増加しており、前年比で約500件以上増加
し、特殊詐欺グループによる詐欺手法の多様化・巧妙化や闇バイトによる実行役の増加などが影響を及ぼし
ていると考えられる。

令和４年度より同意者リストと合わせて、避難行動要支援者⾃身が記入した「わたしの避難計画」について
も地域に提供し、対象者の把握や防災訓練に活用された。また、土砂災害警戒区域に居住する重度の避難行
動要支援者については、福祉事業者の協力を得ながら避難できる体制を構築した。これらにより、地域の支
援者の負担感を軽減し、同意者リスト提供の小学校区数の増加を見込んでいく。

296

28 高齢介護課14

642

294

15

655事業者

「校区まちづくり協議会が多様な主体と連携した事業数」はR３年度実績値及び目標値を上回った。「つなげる支援室で支援調整などを行った件数」はR３年度実績値を下回った。

「地区防災計画策定済み地区数」、「避難行動要支援者名簿「同意リスト」を提供した小学校区数」、「「高齢者見守りサポーターやお」協力事業者の登録数」はR３年度実績値より増加し、件数の減少をめざすKPIである「大阪重点犯罪認知件数」はR３年
度実績値より減少したが、「地域活動への参加状況」はR３年度実績値を下回った。

施策KPI「地区防災計画策定済み地区数」は、住⺠が主体となって組織的に、かつ、地域ごとの特性に応じて災害に備えるために地区防災計画を策定した小学校区数をカウントする指標。本施策KPIに係る取り組みとして、地区防災計画策定の意向を示して
いる地区に対して防災計画作成支援アドバイザーの派遣等による策定支援を行い、災害リスクの高い１地区で新たに策定した。
施策KPI「避難行動要支援者名簿「同意リスト」を提供した小学校区数」は、市が災害時に高齢者や障がい者等⾃力での避難が難しいと思われる人の名簿（避難行動要支援者名簿）を作成し、災害時に取り残されないような体制づくりに取り組むために名簿
の情報共有を行った校区まちづくり協議会数をカウントする指標。本施策KPIに係る取り組みとして、令和４年度より同意者リストと合わせて、避難行動要支援者⾃身が記入した「わたしの避難計画」についても地域に提供し、対象者の把握や防災訓練に活
用した。

750 高齢介護課
事業者の新規登録もあれば廃止もあり、実績値が基準値から減少している。また、令和２年度以降は毎年、
増加しているが、令和４年度においては、増加数が鈍化しており、引き続き、地域全体で高齢者を見守って
いく意識の啓発を促し、登録者増に向け、府とも連携し事業周知に努める。

701

施策
ＫＰＩ 大阪重点犯罪認知件数 件 R１

「高齢者見守りサポーターや
お」協力事業者の登録数

避難行動要支援者名簿「同意リ
スト」を提供した小学校区数

地区 R１

R１
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校区まちづくり協議会が
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行った件数

目標値：250件

資料２
（差替配布版：５ページ網掛け３箇所修正）
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○基本目標２ みんなの健康をみんなで守る健康づくりのまち
参考値
R２年度

●令和４年度実績のまとめ

基本目標指標

施策KPI

取り組み実績

84.03
（暫定値）

48.3

33.0

73.2

83.1

ー

28.1

ー

施策
ＫＰＩ

国⺠健康保険加入者における特
定健康診査受診率【※出納閉鎖
時点】

%

指標・ＫＰＩ 単位 担当課 達成状況の原因分析、説明等
R３年度 R６年度

実績値
R４年度

R１ 79.3 79.63
（暫定値）

実績値 目標値

80.5

基準年度 基準値

78.82
（暫定値）

79.3

73.3

保健企画課

男性の健康寿命は基準値と比較すると減少しているため、健康寿命の延伸に向けて、「八尾市健康まちづく
り計画」に基づき、関係課と連携し、更なる健康づくりの推進を図る必要がある。また、男性の健康寿命の
実績値が減少、女性の健康寿命の実績値が増加しているが、様々な要因が重なって影響を及ぼすため、要因
を特定することは非常に困難である。なお、前年度と今年度の数値の差はわずかであり、統計学的にはいわ
ゆる誤差の範疇にあるため、⻑期的な傾向に留意する必要がある。

健康のために運動などを心がけ
る市⺠の割合

%
R2

（速報値）
48.0 65.0 保健企画課

健康のために運動を心がける市⺠の割合は、前年度より減少しているため、目標値の達成に向け、「八尾市
健康まちづくり計画」に基づき、関係課と連携し、市⺠の健康意識の向上及び地域における健康づくりの機
運醸成を図った。また、アリオ八尾にて包括連携協定を締結している第一生命保険株式会社や明治安田生命
保険相互会社と連携して、キットを使用したがん検診の体験や血管年齢測定等、健康づくりに関心を持って
いただくための公⺠連携によるイベントを実施した。

49.1

83.4 83.05
（暫定値）

84.6 保健企画課

女性の健康寿命は基準値と比較すると延伸をしており、今後も、健康寿命の延伸に向けて、「八尾市健康ま
ちづくり計画」に基づき、関係課と連携し、更なる健康づくりの推進を図る。また、男性の健康寿命の実績
値が減少、女性の健康寿命の実績値が増加しているが、様々な要因が重なって影響を及ぼすため、要因を特
定することは非常に困難である。なお、前年度と今年度の数値の差はわずかであり、統計学的にはいわゆる
誤差の範疇にあるため、⻑期的な傾向に留意する必要がある。

男性の健康寿命（前年数値） 歳

80.0 保健企画課
外来診療機能の充実を図るため、国によるかかりつけ医に関する制度整備を見据えつつ、市⺠及び医療機関
に対し、かかりつけ医の必要性及び役割について引き続き普及啓発等を行っていく。

R１ 29.99 60.0 健康保険課
受診率については目標値に達していないものの、コロナ禍前の状況にまで回復している。今後も引き続き、
受診勧奨、啓発への創意工夫等を検討するともに、関係機関との連携を図りつつ受診率の向上に努める。

30.0

「男性の健康寿命（前年数値）」はR３年度実績値を下回ったが、「女性の健康寿命（前年数値）」はR３年度実績値を上回った。

「国⺠健康保険加入者における特定健康診査受診率【※出納閉鎖時点】」はR３年度実績値を上回ったが、「健康のために運動などを心がける市⺠の割合」、「「かかりつけ医」を持っている市⺠の割合」はR３年度実績値を下回った。

施策KPI「国⺠健康保険加入者における特定健康診査受診率【※出納閉鎖時点】」は、国⺠健康保険加入者に対して生活習慣病予防を目的にメタボリックシンドロームの状態にあるかを検査する特定健康診査の受診率。本施策KPIに係る取り組みとして、未
受診者に対して電話や対象者の状況に応じた異なるデザインの通知による受診勧奨を行った。

「かかりつけ医」を持っている
市⺠の割合

%
R2

（速報値）
74.2

女性の健康寿命（前年数値） 歳 R１

基本目標
指標

79.3 79.3 79.63
78.82
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（基準値）
R2

（参考値）
R3 R4 R5 R6

男性の健康寿命（前年数値）

目標値：80.5歳
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目標値：84.6歳
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○基本目標３ 若い世代が自分の将来を見つめ学び、ライフプランが実現できるまち
参考値
R２年度

●令和４年度実績のまとめ

基本目標指標

施策KPI

取り組み実績

4,574

8,771

217

3,400 こども総合支援課
事業実施にあたっては、地域子育て支援センターの「公園で遊ぼう会」や「プレママ・親子相談・交流会」
等について、支援が届きにくい地域を選んでその地域の公園や公⺠館等へ出向くといった工夫をするなど、
周知に努めたこともあり相談件数は増加した。

教育・保育入所受入れ枠（4月
１日時点）

人 R１ 8,306

実績値
R４年度

97.2

69.8

13,654

96.3

ー

11,655

3,142

8,517

子ども・若者の健全育成に係る
事業数

件

施策
ＫＰＩ

定住を目的とした住宅の新築・
購入・リフォーム等への支援数
[累積]

件

担当課 達成状況の原因分析、説明等
R３年度 R６年度

認定こども園における幼児教育
の取り組みに対する評価を肯定
的に回答した保護者の割合

% R１ 92.4 97.0

実績値 目標値

95.0

指標・ＫＰＩ 単位 基準年度 基準値

こども施設運営課

園運営に概ね満足していただいているなかで、質問のうち「教育方針や子どもの様子をわかりやすく伝えて
いる」及び「外部侵入者対策（門の施錠・来園者の安全管理など）をしている」に関して、他の質問に比べ
ると、「そう思う」の回答が少なかったことから、園の教育方針や子どもの様子をよりわかりやすく伝える
ことや、外部侵入者対策の徹底に努める。

子ども・子育てに関する総合相
談件数

件 R１ 9,683 12,000 こども総合支援課
近年、子育てをとりまく環境や保護者の悩みは多様化傾向にあるほか、令和４年10月に開設した子どもや子
育てに関する総合相談窓口である「こども総合支援センターほっぷ」について広報を展開した結果、気軽に
子育て相談ができる窓口と認知されたことで、相談件数が増加したと考えれらる。

将来の夢や目標を持っている児
童・生徒の割合

% 72.9 78.0 教育センター
新型コロナウイルス感染拡大の影響が⻑期に及んでいる中、学校・地域行事の中止が続いたため、子どもた
ちにとって上級生や異なる世代との交流の機会を通して⾃分が成⻑した姿をイメージする機会が減少したこ
とが指標実績値低下の要因の一つであると考えられる。

11,687

2,702

9,314 保育・こども園課
計画に沿った形で施設整備や各園協議を行い、教育・保育枠の受入れ枠の拡大を進めており、待機児童は継
続して０である。（R4.4新設３園）

地域子育て支援拠点における相
談件数

件 R１ 2,807

8,725

保育・こども園課

352 生涯学習課

「学校に行くのは楽しい」と答
えた生徒の割合（生徒：中学校
３年生）

％

各園協議の中で保育サポート枠の確保はできているが、目標値に向け継続して保護者への利用案内を進めて
いく。

「学校に行くのは楽しい」と答
えた児童の割合（児童：小学校
６年生）

％ R１ 85.8

212 220
障がい児保育（保育サポート
枠）の保育施設入所児童数（４
月１日時点）

人 R１ 194

80.7R１

520

R１ 341

212

87.0

80.1

108

443

「認定こども園における幼児教育の取り組みに対する評価を肯定的に回答した保護者の割合」はR3年度実績値及び目標値を上回ったが、「将来の夢や目標を持っている児童・生徒の割合」はR３年度実績値を下回った。

「「学校に行くのは楽しい」と答えた児童の割合（児童：小学校６年生）」以外はR３年度実績値を上回った。そのうち「子ども・子育てに関する総合相談件数」、「地域子育て支援拠点における相談件数」は目標値も上回った。

施策KPI「子ども・子育てに関する総合相談件数」は、八尾市こども総合支援センターでの総合相談件数（令和４年１０月までは子育て総合支援ネットワークセンター「みらい」での総合相談件数）をカウントする指標。本施策KPIに係る取り組みとして、
こども総合支援センター「ほっぷ」を令和４年10月に開設し、気軽に交流・相談できる環境を整えた。
施策KPI「教育・保育入所受入れ枠（4月１日時点）」は、八尾市子ども・子育て支援事業計画で定める認定こども園等の入所受け入れ枠をカウントする指標。本施策KPIに係る取り組みとして、新たに認定こども園等を３園整備して保育枠の拡大を図った。
４年連続で待機児童ゼロを実現することができた。

R１ 426

R１

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、実績値が基準値と比較して減少しているが、感染症対策を行いな
がら、八尾市こども会親善つな引き大会・八尾市こども会連合親善ソフトボール大会などの⻘少年健全育成
を支援する事業を実施したことにより、前年度と比較して増加させることができた。

木造住宅耐震改修補助制度を活用し、18人が住宅の耐震化を行った。
また、中古住宅流通促進補助及び同居支援補助を活用し、15人が住宅を取得し、又はリフォーム工事を行っ
た。
さらに空家の相続など空家の管理・活用方法に関するセミナーを実施し、39人の参加者があった。
令和４年度は合計72人に対して支援を実施した。

87.5 学校教育推進課

128

「学校に行くのが楽しい」と答える背景には、学習面やクラブ活動、仲間とのかかわりや行事など、様々な
要因が関連していると考えられる。R４年度の実績値は、中学校においてはR１年度の基準値や昨年度の実績
値に比べて高い値となった。R４年度は、コロナ禍から学校行事が従来の形に戻ってきたこともあり、子ども
たちが本来の学校の楽しさを感じられるようになってきていることが影響していると考えられる。一方、小
学校の数値は昨年度に比べ低くなっているため、目標値の達成に向け、より一層魅力的な学校づくりを図っ
てまいりたい。

87.5 学校教育推進課85.3 84.6

81.4

203

592

基本目標
指標

73.5

80.5

606 住宅政策課

92.4

96.3 97.0 
97.2

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

R1

（基準値）
R2

（参考値）
R3 R4 R5 R6

認定こども園における幼児教育の取り組みに対する評価を
肯定的に回答した保護者の割合

目標値：95.0%

73.5

72.4

69.8

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

R1

（基準値）
R2

（参考値）
R3 R4 R5 R6

将来の夢や目標を持っている
児童・生徒の割合

目標値：78.0%
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○基本目標４ 誰もが自分の持つ能力や経験を活かし、地域や職場で活躍できるまち
参考値
R２年度

●令和４年度実績のまとめ

基本目標指標

施策KPI

取り組み実績

2,280

35.0

32,772

33

「住⺠主体活動に参加している在宅高齢者の割合」、「男女共同参画が実現していると思う市⺠の割合」ともR３年度実績値を上回った。

「外国人相談窓口における相談件数」はR３年度実績値を下回ったが目標値は上回った。「シルバーリーダー養成講座修了者数」と「市の審議会、委員会などにおける女性委員の登用の割合（年度末時点）」はR３年度実績値を上回ったが、「生涯学習施設
で実施する講座等の参加者数」はR3年度実績値を下回った。

施策KPI「シルバーリーダー養成講座修了者数」は、65歳以上の人の知識・教養の向上を図るとともに地域活動の実践者を養成するために市が実施する講座を修了した人をカウントする指標。多くの高齢者に興味をもっていただけるよう講座内容のリニュー
アルなどを行うことで、参加者数の増加を図った。
施策KPI「市の審議会、委員会などにおける女性委員の登用の割合（年度末時点）」は、八尾市が設置している審議会、委員会などにおける女性委員数の割合。本施策KPIに係る取り組みとして、審議会等への女性委員の登用に関するポジティブ・アクショ
ンプランに基づき管理職への男女共同参画研修を実施し、男女共同参画に関する理解と認識を深めた。

27.5

0

%

基準年度 基準値

−

コロナ禍の状況で住⺠主体サービスや通いの場に参加を控える利用者や活動が休止となる団体があったが、
令和４年度から徐々に活動を再開してきている。また、街かどデイハウスの住⺠主体サービスへの移行及び
ノルディックウォーキング等の新たな立ち上げ支援メニューによる住⺠主体活動が行われていることから参
加者数が増加してきている。今後も、高齢者のフレイル予防の観点からも住⺠主体活動の継続及び立ち上げ
支援の取り組みを進めていく。

R１ 1.2 0.7

男女共同参画センター「すみれ」の機能を強化し、さまざまな角度から男女共同参画社会の実現をめざして
働きかけを行い、令和3年度に比べて0.9ポイント上昇したが、基準値を下回った。

34.7

実績値 実績値
R４年度

1.0

28.4

80 高齢介護課

0.6

達成状況の原因分析、説明等
R３年度

コロナ禍の影響が残るなかで、修了者数が令和３年度から増加はしているが、基準値と比較すると減少して
いる。多くの高齢者に興味をもっていただけるよう講座内容のリニューアルなどをしており、参加者数は増
えているが、連続講座に出席できないなど修了条件に満たない受講者も多く、条件の見直しや講座内容の再
検討も含め、効果的な周知に努め、地域で活躍できる人材の育成に向けて取り組んでいく。

R６年度

26R１ 43

審議会等への女性委員の登用に関するポジティブ・アクションプランに基づき、積極的に女性委員の登用を
推奨している。

39.0 人権政策課

R2
（速報値）

29.9

基本目標
指標

人権政策課

担当課指標・ＫＰＩ 単位

男女共同参画が実現していると
思う市⺠の割合

%

目標値

3.0 高齢介護課

生涯学習施設で実施する講座等
の参加者数

人 R１

施策
ＫＰＩ

シルバーリーダー養成講座修了
者数

人

住⺠主体活動に参加している在
宅高齢者の割合

市の審議会、委員会などにおけ
る女性委員の登用の割合（年度
末時点）

新型コロナウイルス感染症の感染状況が収束に向かったことにより、令和３年度に比べて相談件数は減少し
ているが、R２年度以降新型コロナウイルス感染症に係る相談が増えており、R４年度も目標値を上回る相談
件数となっている。本市における外国人の居住状況やこれまでの相談対応の実績をふまえて、外国人市⺠に
とって、より利便性の高い相談窓口となるよう、取り組みを進めていく。

外国人相談窓口における相談件
数

R１ 1,134 2,314

32.9

18,67092,995

R１ 33.0

1,500 人権政策課2,576

33,262

34.5

件

%

111,000 生涯学習課
生涯学習施設では、臨時休館の期間があったものの講座等を開催し、市⺠に学習の機会を提供することがで
きた。

1.2

0.6 0.7
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（基準値）
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（参考値）
R3 R4 R5 R6

住⺠主体活動に参加している
在宅高齢者の割合

目標値：3.0%
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27.5 28.4
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男女共同参画が実現していると
思う市⺠の割合

目標値：40.0%
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○基本目標５ 経済成⻑を推進する、未来志向の産業振興をめざすまち
参考値
R２年度

●令和４年度実績のまとめ

基本目標指標

施策KPI

取り組み実績

【事前送付資料から変更】
新型コロナウイルス感染症拡大により受けていた制限が解除され、前年度より、企業訪問を再開し、新たに
対応する企業数が増え、結果的には、同じ企業の継続的な相談件数が減ることとなった。

新型コロナウイルス感染症に係る緊急対策として「意欲ある事業者経営・技術支援補助金」の拡大実施を
行ったことにより、イノベーション実践数が目標値を大きく上回った。

実績値
R４年度

7

【事前送付資料から変更】
新型コロナウイルス感染症の影響による受けていた制限が徐々に緩和され、各種イベント事業が開催され、
また、「まちのコイン」という地域間のコミュニケーションツールを導入したことにより、関係人口創出に
寄与し、指標を大きく上回る結果となった。

11 10

132.1

26.7

産業分野にかかわる関係人口の
対基準年度比率

% R１

R１

100.0 55.9 125.0

44.1

産業政策課

26.9

6

15.0

35.9

産業政策課

63 産業政策課R１ 55 113

1,149

121

1,178

50.0 産業政策課 創業支援事業を中心に市内事業者に積極的に参画していただき、ほぼ目標を達成できた。21.0 48.3

R１ 1,248

60.9
次世代企業家育成において市内
企業がメンター役を担う割合

％ − −

八尾市立中小企業サポートセン
ター相談件数

件

基準年度

9

指標・ＫＰＩ 単位

立地制度活用による工場立地件
数

基本目標
指標

施策
ＫＰＩ

地域就労支援センターにおける
相談者の雇用達成の割合

%

中小企業におけるイノベーショ
ン実践数

事業

「立地制度活用による工場立地件数」はR３年度実績値を下回ったが、「産業分野にかかわる関係人口の対基準年度比率」はR３年度実績値及び目標値を上回った。

いずれの施策KPIもR３年度実績値を下回ったが、「中小企業におけるイノベーション実践数」は目標値を上回った。

施策ＫＰＩ「中小企業におけるイノベーション実践数」は、八尾市内の中小企業の新事業に挑戦するプロジェクト数として、環山楼塾、あきんど起業塾、デザインイノベーション等におけるビジネスプラン数並びに意欲ある補助金の申請件数をカウントする
指標。本施策KPIに係る取り組みとして、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金が国から交付されたことを受け、意欲ある事業者経営・技術支援補助金を拡充して、新製品の開発、新分野進出、DXやIT化推進等といった支援を実施した。

40.0 労働支援課

市内160社を企業開拓員が訪問等することより、地域就労支援事業の周知を図るとともに、就労困難者の雇用
について理解を求めた。また、相談者の希望する求人等を開拓する体制を整えたが、依然として就労困難者
等には厳しい雇用情勢が続いており、雇用達成割合の実績値は微減している。引き続き就労実現に結びつく
ようにきめ細かな職業紹介・就労相談を行うことにより雇用達成率の増加をめざす。

689

1,300 産業政策課1,217

R６年度

【事前送付資料から変更】
令和4年度の「八尾市ものづくり集積促進奨励金制度」の指定件数を数値目標としているが、昨年度実施した
移転意向のある市内事業者アンケートから、「近隣に事業用地となる土地が無い」という回答が５０％を占
め、市外から新たな流入促進が難しい状態になっており、結果として、工業立地件数が目標を達成できな
かったと分析する。

達成状況の原因分析、説明等
R３年度

基準値
実績値 目標値

担当課
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100

15

55.9

132.1

0

20

40

60

80

100

120

140

R1

（基準値）
R2

（参考値）
R3 R4 R5 R6

産業分野にかかわる関係人口の
対基準年度比率

目標値：125%
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○基本目標６ 行ってみたい、関わってみたい、住みつづけたい、魅力があふれるまち
参考値
R２年度

●令和４年度実績のまとめ

基本目標指標

施策KPI

取り組み実績

R2
（速報値）

80.3 70.2

担当課 達成状況の原因分析、説明等
R３年度 R６年度

− 86.0 政策推進課

定住意向の割合は前年度と比較してわずかに増加した。年代別に見ると若者世代（20代から30代）の定住意
向が低い傾向は変わっていないが、若者世代の定住意向は20代で51.0%（R３年度 46.6%）、30代で62.4%
（R３年度 56.7%）となっており、前年度に比べて高くなっている。
若者世代が八尾市外に引っ越したい理由として、20代は「通勤・通学に便利」や「仕事が身近で得られやす
い」、30代は「仕事と子育てを両立しやすい」、「子どもへのより良い教育環境」の割合が高い。
「通勤・通学に便利」について、調査回答者の通勤・通学先の割合は八尾市内や大阪市内、東大阪市や柏原
市が73.1%となっており、これらの地域への鉄道面でのアクセスは良好と考えられるため、最寄りの鉄道駅
までの距離の遠さが通勤・通学の利便性が低いと感じる要因と考えられる。
また、「子育てしやすい環境」について、質の高い教育や子育て世代への経済的な支援を求める意見が多
かった。
以上のことから、特に若者世代の定住意向を高めるには、最寄りの鉄道駅までのアクセス性向上や、さらな
る教育施策の充実、経済的支援を含めた子育て支援に取り組む必要がある。

目標値実績値

R４年度

70.6基本目標
指標

住み続けたいと感じる市⺠の割
合

%

実績値
基準年度 基準値

施策
ＫＰＩ

適切な土地利用が図られ、暮ら
しやすいまちになったと感じる
市⺠の割合

%
R2

（速報値）
38.9

コト体験型ツアーの参加者の満
足度

% − −

R１ 55.2

36.8

都市基盤整備課 都市計画道路ＪＲ八尾駅前線や、久宝寺線の整備を実施した。55.5

−

55.4

36.1

55.7 56.2

40.0 都市政策課

指標はR4年度市⺠意識調査の設問「都市部ではそれぞれの地域特性に応じた住宅、工業、商店が立地し、郊
外部では市街化が抑制され、⾃然環境の保全が図られていると思いますか」を活用しており、実績値は「思
う」「少し思う」の合計36.1％となり、基準値から２年連続で減少している。また「わからない」「無回
答」の合計23.8％を除くと「あまり思わない」「思わない」は40.1％となり「思う」「少し思う」を上回っ
ている。
以上のことから、更に地域特性に応じた適切な土地利用が図られるよう都市計画手法の調査・検討に取り組
む必要がある。

1,985

88.0 観光・文化財課

コト体験型ツアーを14事業実施し、延べ142名の参加者となった。高い満足度を得た要因として、様々な
ジャンルでの非日常体験ができるプログラムを実施したことと、会員企業と連携した新たなツアーを作成し
たことが挙げられる。今後においても、プログラム数の増加を図るとともに、企業連携を深めながら高い満
足度を維持していく。

インスタグラムフォロワー数 人 R１ 655

97.8

1,504

− 98.0

2,165

指標・ＫＰＩ 単位

R３年度実績値を上回った。年代別に見ると若者世代（20代から30代）の定住意向が低い傾向は変わっていないが、若者世代の定住意向は20代で51.0%（R３年度 46.6%）、30代で62.4%（R３年度 56.7%）となっており、前年度に比べて高くなってい
る。

「都市計画道路の整備率」、「コト体験型ツアーの参加者の満足度」、「インスタグラムフォロワー数」はR３年度実績値を上回ったが、「適切な土地利用が図られ、暮らしやすいまちになったと感じる市⺠の割合」はR３年度実績値を下回った。

施策KPI「コト体験型ツアーの参加者の満足度」は、八尾市観光協会が提供する体験プログラム「八尾物語」の参加者の満足度の割合。八尾空港から飛び立つ遊覧飛行や、河内木綿の藍染体験等の非日常体験ができるプログラムを実施した。。
施策KPI「インスタグラムフォロワー数」は、インスタグラムの八尾市公式アカウントにおけるフォロワー数をカウントする指標。本施策KPIに係る取り組みとして、インスタグラムの八尾市公式アカウント非フォロワーへのアプローチとして、ハッシュタ
グ等を活用した投稿を継続して行い、フォロワー数の増加に努めた。

4,000
やおプロモーショ
ン・万博推進プロ
ジェクト

投稿やプロフィールについて非フォロワーによる閲覧割合が高いことから、ハッシュタグ等の活用により広
範囲へのアプローチは継続してできている。一方、フォロワー数が大きく増加しない要因として、投稿の頻
度や投稿数の影響が考えられるため、安定した発信を実施するよう改善する必要がある。

都市計画道路の整備率 %
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70.2 70.6
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住み続けたいと感じる市⺠の割合

目標値：86%
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